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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被覆面を備える基材と、
　前記被覆面の少なくとも一部を被覆する反射層と、を備え、
　前記反射層の表面は、複数の第１反射面と第２反射面とを含み、
　前記反射層の表面と対向する平面視において、各第１反射面は略正方形状を有し、互い
に隣り合う前記第１反射面の隙間が前記第２反射面によって埋められ、かつ、
　前記基材の厚さ方向において、前記第１反射面と前記第２反射面との間の距離は、前記
第１反射面において反射された光と前記第２反射面において反射された光との干渉によっ
て前記反射層の表面が有彩色の光を射出する大きさであり、かつ、
　前記反射層の表面と対向する平面視において、前記複数の第１反射面は、各仮想線の上
に複数ずつ位置し、複数の前記仮想線と交差する直線上において、互いに隣り合う前記仮
想線の間の距離には、互いに異なる大きさが含まれ、
　複数の前記仮想線は、放射状に延びている
　表示体。
【請求項２】
　各仮想線上において、互いに隣り合う前記第１反射面の間の距離は、前記第１反射面の
並びの順序に対し不規則に変わっている
　請求項１に記載の表示体。
【請求項３】
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　前記反射層の表面と対向する平面視において、各第１反射面の一辺の長さが互いに略等
しい
　請求項１または２に記載の表示体。
【請求項４】
　複数の前記第１反射面を第１表示部が含み、
　複数の前記第１反射面を第２表示部が含み、
　前記反射層の表面は、複数の前記第１表示部と、複数の前記第２表示部とを含み、
　前記第１表示部と、当該第１表示部と隣り合う前記第２表示部との境界では、前記第１
表示部を構成する前記第１反射面と、前記第２表示部を構成する前記第１反射面との間に
隙間が形成されている
　請求項１から３のいずれか一項に記載の表示体。
【請求項５】
　前記第１表示部において全ての前記第１反射面の占有する面積と、前記第２表示部にお
いて全ての前記第１反射面の占有する面積とが互いに略等しい
　請求項４に記載の表示体。
【請求項６】
　前記第１表示部において、全ての前記第１反射面の占有する面積が、前記第１表示部の
全体が有する面積に対して１５％以上５０％以下である
　請求項４または５に記載の表示体。
【請求項７】
　前記反射層の表面には、前記反射層の表面に入射した光を回折する回折部、前記反射層
の表面に入射した光の反射を防止する反射防止部、および、前記反射層の表面に入射した
光を散乱させる光散乱部の少なくとも１つが形成されている
　請求項１から６のいずれか一項に記載の表示体。
【請求項８】
　表示体と、
　前記表示体を支持する支持部と、を備え、
　前記表示体が請求項１から７のいずれか一項に記載の表示体である
　物品。
【請求項９】
　表示体の製造に用いられる原版であって、
　１つの面を有した基板と、
　前記基板の前記１つの面に形成されて、前記基板に接する面とは反対側の面である転写
面を有するレジスト層と、を備え、
　前記転写面は、複数の第１転写面と第２転写面とを含み、前記転写面の転写によって、
前記表示体の被覆面が形成され、前記被覆面のうち、前記第１転写面によって第１被覆面
が形成され、前記第２転写面によって第２被覆面が形成され、
　前記転写面と対向する平面視において、各第１転写面は略正方形状を有し、互いに隣り
合う前記第１転写面の隙間が前記第２転写面によって埋められ、かつ、
　前記基板の厚さ方向において、前記第１転写面と前記第２転写面との間の距離は、前記
被覆面を覆う反射層の表面のうち、前記第１被覆面の上に形成された部分において反射さ
れた光と、前記第２被覆面の上に形成された部分において反射された光との干渉によって
前記反射層の表面が有彩色の光を射出する大きさであり、かつ、
　前記転写面と対向する平面視において、前記複数の第１転写面は、各仮想線の上に複数
ずつ位置し、複数の前記仮想線と交差する直線上において、互いに隣り合う前記仮想線の
間の距離には、互いに異なる大きさが含まれ、
　複数の前記仮想線は、放射状に延びている
　原版。
【請求項１０】
　表示体の製造に用いられる原版の製造方法であって、
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　基板の１つの面にレジスト層を形成する工程と、
　前記レジスト層を露光する工程と、
　露光された前記レジスト層を現像して、前記レジスト層に転写面を形成する工程と、を
含み、
　前記露光する工程では、
　前記現像する工程の後において、前記転写面が、複数の第１転写面と第２転写面とを含
み、前記転写面の転写によって、前記表示体の被覆面が形成され、前記被覆面のうち、前
記第１転写面によって第１被覆面が形成され、前記第２転写面によって第２被覆面が形成
され、
　前記転写面と対向する平面視において、各第１転写面は略正方形状を有し、互いに隣り
合う前記第１転写面の隙間が前記第２転写面によって埋められ、かつ、
　前記基板の厚さ方向において、前記第１転写面と前記第２転写面との間の距離は、前記
被覆面を覆う反射層の表面のうち、前記第１被覆面の上に形成された部分において反射さ
れた光と、前記第２被覆面の上に形成された部分において反射された光との干渉によって
、前記反射層の表面が有彩色の光を射出する大きさであり、かつ、
　前記転写面と対向する平面視において、前記複数の第１転写面は、各仮想線の上に複数
ずつ位置し、複数の前記仮想線と交差する直線上において、互いに隣り合う前記仮想線の
間の距離には、互いに異なる大きさが含まれ、複数の前記仮想線は、放射状に延びるよう
に、前記レジスト層を露光する
　原版の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、偽造を防止する構造体として用いることが可能な表示体、表示体を備える物
品、表示体の製造に用いられる原版、および、原版の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　紙幣、商品券、および、小切手などの有価証券類、クレジットカード、キャッシュカー
ド、および、ＩＤカードなどのカード類、パスポート、および、免許証などの証明書類に
は、これらの偽造を防止するために、染料や顔料などによる印刷物とは異なる視覚的な効
果を有する表示体が貼り付けられている。
【０００３】
　印刷物とは異なる視覚的な効果を有している表示体として、複数のレリーフ型回折格子
を備える表示体が知られている。複数のレリーフ型回折格子の間においては、溝の延びる
方向、または、格子定数が互いに異なり、それによって、虹色に変化する像を表示体は表
示することができる（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　こうした表示体は、物品の偽造を防止する目的で広く用いられているため、表示体に用
いられている技術も広く知られている。結果として、表示体が偽造される可能性が高まり
つつあるため、虹色に変化する像を表示する表示体よりも偽造を防止する効果が高い表示
体が求められている。
【０００５】
　近年では、偽造の防止効果を高めることを目的として、レリーフ型回折格子を備える表
示体とは異なる視覚的な効果を有する表示体が提案されている。この表示体は、複数の第
１面と第２面とから構成される凹凸構造を有する反射面を有し、複数の波長の光から構成
される混色である有彩色を有した光を射出する（例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許第５０５８９９２号明細書
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【特許文献２】特許第４９８３８９９号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、特許文献２に記載の表示体に光が照射されるとき、上述の表示体は、所定の
固有色を有した光を反射面上の空間に向け広い範囲にわたって射出する。そのため、表示
体は、表示体に対する照明光源の位置や、表示体に対する観察者の位置などの観察条件が
変わっても、ほぼ同じ色を有した光を射出する。結果として、表示体は、観察条件が変わ
っても、ほぼ同じ像を表示するため、表示体の視覚的な効果を高める上では、観察条件が
変わることに応じて、表示体の表示する像が変わることが望まれている。
【０００８】
　なお、こうした要請は、上述した偽造を防止する目的で用いられる表示体に限らず、物
品を装飾する目的で用いられる表示体や、表示体そのものが観察の対象である表示体にお
いても共通している。
【０００９】
　本発明は、所定の有彩色を有する光によって動的に変わる像を表示することができる表
示体、物品、表示体の製造に用いられる原版、および、原版の製造方法を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するための表示体は、被覆面を備える基材と、前記被覆面の少なくとも
一部を被覆する反射層とを備える。前記反射層の表面は、複数の第１反射面と第２反射面
とを含み、前記反射層の表面と対向する平面視において、各第１反射面は略正方形状を有
し、互いに隣り合う前記第１反射面の隙間が前記第２反射面によって埋められ、かつ、前
記基材の厚さ方向において、前記第１反射面と前記第２反射面との間の距離は、前記第１
反射面において反射された光と前記第２反射面において反射された光との干渉によって前
記反射層の表面が有彩色の光を射出する大きさであり、かつ、前記反射層の表面と対向す
る平面視において、前記複数の第１反射面は、各仮想線の上に複数ずつ位置し、複数の前
記仮想線と交差する直線上において、互いに隣り合う前記仮想線の間の距離には、互いに
異なる大きさが含まれる。
　上記課題を解決するための物品は、表示体と、前記表示体を支持する支持部と、を備え
、前記表示体が上記表示体である。
【００１１】
　上記課題を解決するための原版は、表示体の製造に用いられる原版であって、１つの面
を有した基板と、前記基板の前記１つの面に形成されて、前記基板に接する面とは反対側
の面である転写面を有するレジスト層とを備える。前記転写面は、複数の第１転写面と第
２転写面とを含み、前記転写面の転写によって、前記表示体の被覆面が形成され、前記被
覆面のうち、前記第１転写面によって第１被覆面が形成され、前記第２転写面によって第
２被覆面が形成される。前記転写面と対向する平面視において、各第１転写面は略正方形
状を有し、互いに隣り合う前記第１転写面の隙間が前記第２転写面によって埋められ、か
つ、前記基板の厚さ方向において、前記第１転写面と前記第２転写面との間の距離は、前
記被覆面を覆う反射層の表面のうち、前記第１被覆面の上に形成された部分において反射
された光と、前記第２被覆面の上に形成された部分において反射された光との干渉によっ
て前記反射層の表面が有彩色の光を射出する大きさであり、かつ、前記転写面と対向する
平面視において、前記複数の第１転写面は、各仮想線の上に複数ずつ位置し、複数の前記
仮想線と交差する直線上において、互いに隣り合う前記仮想線の間の距離には、互いに異
なる大きさが含まれる。
【００１２】
　上記課題を解決するための原版の製造方法は、表示体の製造に用いられる原版の製造方
法であって、基板の１つの面にレジスト層を形成する工程と、前記レジスト層を露光する
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工程と、露光された前記レジスト層を現像して、前記レジスト層に転写面を形成する工程
とを含む。前記露光する工程では、前記現像する工程の後において、前記転写面が、複数
の第１転写面と第２転写面とを含み、前記転写面の転写によって、前記表示体の被覆面が
形成され、前記被覆面のうち、前記第１転写面によって第１被覆面が形成され、前記第２
転写面によって第２被覆面が形成される。前記転写面と対向する平面視において、各第１
転写面は略正方形状を有し、互いに隣り合う前記第１転写面の隙間が前記第２転写面によ
って埋められ、かつ、前記基板の厚さ方向において、前記第１転写面と前記第２転写面と
の間の距離は、前記被覆面を覆う反射層の表面のうち、前記第１被覆面の上に形成された
部分において反射された光と、前記第２被覆面の上に形成された部分において反射された
光との干渉によって、前記反射層の表面が有彩色の光を射出する大きさであり、かつ、前
記転写面と対向する平面視において、前記複数の第１転写面は、各仮想線の上に複数ずつ
位置し、複数の前記仮想線と交差する直線上において、互いに隣り合う前記仮想線の間の
距離には、互いに異なる大きさが含まれるように、前記レジスト層を露光する。
【００１３】
　上記構成によれば、表示体は、第１反射面と第２反射面との間の距離によって規定され
る所定の有彩色を有した光を射出することができる。また、各仮想線の上に、複数の第１
反射面が並んでいるため、各仮想線上の複数の第１反射面と第１反射面の間に位置する第
２面とが、１つの疑似面を形成していると見なすことができる。これにより、仮想線上に
並ぶ複数の第１反射面と仮想線間に位置する第２反射面との間における反射光の干渉によ
って有彩色の光が生成され、有彩色の光の射出される方向には、反射層の表面と対向する
平面視において、仮想線の延びる方向とほぼ直交する方向への指向性が与えられる。それ
ゆえに、表示体が、所定の有彩色を有した光を射出しつつ、光を等方的に射出する構成と
比べて、動的に変わる像を表示することができる。
【００１４】
　上記表示体では、各仮想線上において、互いに隣り合う前記第１反射面の間の距離は、
前記第１反射面の並びの順序に対し不規則に変わっていることが好ましい。
【００１５】
　上記表示体によれば、各仮想線上において、複数の第１反射面が、所定の周期で並んで
いないため、複数の第１反射面を含む構造によって、仮想線の延びる方向に沿って回折光
が射出されることが抑えられる。
【００１６】
　上記表示体において、前記複数の仮想線は、放射状に延びていてもよい。
　上記表示体によれば、各仮想線の延びる方向と、観察者の視線の方向とが形成する角度
が変わるに連れて、表示体の中で相対的に輝度が高いと認識される部分と、相対的に輝度
が低いと認識される部分とが連続的に変わる。
　上記表示体において、前記反射層の表面と対向する平面視において、各第１反射面の一
辺の長さが互いに略等しいことが好ましい。
【００１７】
　上記表示体によれば、例えば、原版における第１反射面に対応する部分と第２反射面に
対応する部分とを区画するための原版の製造工程の中の露光工程において、原版のうち、
各第１反射面に対応する部分であって、光が照射される部分である照射部分の大きさを略
等しくすることができる。そのため、照射部分の各々に光から与えられるエネルギーも略
等しくすることができ、結果として、照射部分に対して与えられるエネルギーのばらつき
によって、原版の形状の精度が低くなることが抑えられ、ひいては、表示体の形状の精度
が低くなることが抑えられる。
【００１８】
　上記表示体において、複数の前記第１反射面を第１表示部が含み、複数の前記第１反射
面を第２表示部が含み、前記反射層の表面は、複数の前記第１表示部と、複数の前記第２
表示部とを含む。前記第１表示部と、当該第１表示部と隣り合う前記第２表示部との境界
では、前記第１表示部を構成する前記第１反射面と、前記第２表示部を構成する前記第１
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反射面との間に隙間が形成されていることが好ましい。
【００１９】
　上記表示体によれば、例えば、原版における第１反射面に対応する部分と第２反射面に
対応する部分とを区画するための原版の製造工程の中の露光工程において、原版のうち、
第１表示部を構成する第１反射面に対応する部分である照射部分と、第２表示部を構成す
る第１反射面に対応する部分である照射部分とが接することが避けられる。そのため、２
つの照射部分の境界に与えられるエネルギーが過剰になることが避けられる。結果として
、原版の形状の精度が低くなることが抑えられ、ひいては、表示体の形状の精度が低くな
ることが抑えられる。
【００２０】
　上記表示体において、前記第１表示部において全ての前記第１反射面の占有する面積と
、前記第２表示部において全ての前記第１反射面の占有する面積とが互いに略等しいこと
が好ましい。
【００２１】
　各表示部から射出される所定の有彩色を有した光の光量は、各表示部において、複数の
第１反射面の占有する面積と、第２反射面の占有する面積との割合によって決まる。この
点で、上記表示体によれば、２つの表示部の間において、各表示部において全ての第１反
射面が占有する面積が略等しいため、各表示部から射出される光の光量を略等しくするこ
とができる。
【００２２】
　上記表示体では、前記第１表示部において、全ての前記第１反射面の占有する面積が、
前記第１表示部の全体が有する面積に対して１５％以上５０％以下であることが好ましい
。
【００２３】
　上記表示体によれば、全ての第１反射面の占有する面積が５０％であるとき、第１表示
部から射出される有彩色を有する光の光量を最大にすることができる。また、全ての第１
反射面の占有する面積が１５％以上であるとき、観察者が有彩色を有する光を視認するこ
とができる程度に十分な光量の光が、第１表示部から射出される。
【００２４】
　上記表示体において、複数の前記第１反射面を第３表示部が含み、複数の前記第１反射
面を第４表示部が含み、前記第３表示部、および、前記第４表示部の各々において、複数
の前記仮想線が設定され、かつ、各仮想線と他の前記仮想線とが互いに平行である。前記
第３表示部における前記仮想線の延びる方向が第３方向であり、前記第４表示部における
前記仮想線の延びる方向が第４方向である。前記第３方向と前記第４方向とが互いに異な
り、かつ、前記第３方向と前記第４方向とが形成する角度が１０°以下であってもよい。
【００２５】
　上記表示体によれば、第３表示部における仮想線の延びる方向と、第４表示部における
仮想線の延びる方向とが形成する角度が１０°以下に抑えられている。そのため、各仮想
線の延びる方向と、観察者の視線の方向とが形成する角度が変わるに連れて、第３表示部
と第４表示部との間において輝度が連続的に変わる。
【００２６】
　上記表示体において、前記反射層の表面には、前記反射層の表面に入射した光を回折す
る回折部、前記反射層の表面に入射した光の反射を防止する反射防止部、および、前記反
射層の表面に入射した光を散乱させる光散乱部の少なくとも１つが形成されていてもよい
。
【００２７】
　上記表示体によれば、回折部、反射防止部、および、光散乱部の少なくとも１つが反射
層の表面に形成されている分、表示体には、所定の有彩色を有した光を射出する以外の光
学的な機能が付加される。
【発明の効果】
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【００２８】
　本発明によれば、所定の有彩色を有する光によって動的に変わる像を表示することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の表示体を具体化した１つの実施形態における表示体の平面構造を示す平
面図である。
【図２】図１のＩ－Ｉ線に沿う表示体の一部断面構造を示す部分断面図である。
【図３】表示体の一部断面構造を拡大して示す部分拡大断面図である。
【図４】反射面と対向する方向から見た１つの表示部の平面構造を示す平面図である。
【図５】ヘアライン加工を用いて形成される構造体の一例を示す平面図である。
【図６】反射面と対向する方向から見た複数の表示部の平面構造を示す平面図である。
【図７】第１表示領域の表示部、第２表示領域の表示部、および、第３表示領域の表示部
の各々の平面構造を並べて示す平面図である。
【図８】第１表示領域の表示部、第２表示領域の表示部、および、第３表示領域の表示部
の各々における断面構造を並べて示す断面図である。
【図９】格子定数が相対的に小さい回折格子が＋１次回折光を射出している状態を模式的
に示す模式図である。
【図１０】格子定数が相対的に大きい回折格子が＋１次回折光を射出している状態を模式
的に示す模式図である。
【図１１】表示部の一例における斜視構造を示す斜視図である。
【図１２】表示部の作用を説明するための作用図である。
【図１３】回折格子の作用を説明するための作用図である。
【図１４】本発明の物品をＩＣカードとして具体化した１つの実施形態におけるＩＣカー
ドの平面構造を示す平面図である。
【図１５】図１４におけるＩＩ－ＩＩ線に沿うＩＣカードの断面構造を示す断面図である
。
【図１６】原版の製造方法における手順を説明するためのフローチャートである。
【図１７】原版の斜視構造を示す斜視図である。
【図１８】変形例の表示体が備える反射防止部の一例における斜視構造を示す斜視図であ
る。
【図１９】変形例の表示体が備える光散乱部の一例における斜視構造を示す斜視図である
。
【図２０】変形例の表示体における仮想線の状態を説明するための平面図である。
【図２１】変形例の表示体における作用を説明するための作用図である。
【図２２】変形例の表示体における作用を説明するための作用図である。
【図２３】変形例の表示体における作用を説明するための作用図である。
【図２４】変形例の表示体における作用を説明するための作用図である。
【図２５】変形例の表示体における作用を説明するための作用図である。
【図２６】変形例の表示体における作用を説明するための作用図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　図１から図１７を参照して、本発明の表示体、物品、原版、および、原版の製造方法を
具体化した１つの実施形態を説明する。以下では、表示体の構成、表示体の作用、物品の
構成、表示体の製造方法、および、原版の製造方法を順番に説明する。
【００３１】
　［表示体の構成］
　図１から図８を参照して、表示体の構成を説明する。なお、図１では、図示の便宜上か
ら、表示体の備える反射層の図示が省略されている。
　図１が示すように、表示体１０は、板形状を有する基材１１を備え、表示体１０には、
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第１表示領域１２、第２表示領域１３、および、第３表示領域１４が区画されている。各
表示領域は、複数の表示部を含んでいる。第１表示領域１２は、アルファベットの「Ａ」
を表示し、第２表示領域１３は、アルファベットの「Ｂ」を表示し、第３表示領域１４は
、アルファベットの「Ｃ」を表示する。表示体１０は、第１表示領域１２、第２表示領域
１３、および、第３表示領域１４によって、文字列「ＡＢＣ」を表示する。
【００３２】
　なお、表示体１０は、２つ以下の表示領域を備えていてもよいし、４つ以上の表示領域
を備えていてもよい。また、各表示領域は、文字以外の画像、例えば、数字、記号、およ
び、絵柄などの像を表示してもよい。
【００３３】
　図２は、図１に示されるＩ－Ｉ線に沿う断面構造を示している。図２が示すように、表
示体１０は、光透過性を有する基材１１と、反射層２１とを備えている。基材１１は、支
持層２２と凹凸層２３とから構成され、凹凸層２３のうち、支持層２２とは反対側の面が
、凹凸面である被覆面２３ｓである。基材１１は、支持層２２と凹凸層２３とから構成さ
れているが、被覆面２３ｓを有する１つの層のみから構成されていてもよい。
【００３４】
　被覆面２３ｓは、複数の第１被覆面２３ａと第２被覆面２３ｂとを含み、基材１１の厚
さ方向において、第１被覆面２３ａの位置と、第２被覆面２３ｂとの位置が互いに異なっ
ている。
【００３５】
　反射層２１は、被覆面２３ｓの全体を覆っているが、被覆面２３ｓの少なくとも一部で
ある第１被覆面２３ａと第２被覆面２３ｂとを覆っていればよい。反射層２１のうち、凹
凸層２３の被覆面２３ｓに接する面が、反射層２１の表面の一例である反射面２１ｓであ
る。本実施形態では、表示体１０のうち、支持層２２から光が入射するため、反射層２１
のうち、基材１１の被覆面２３ｓと接する面が、表示体１０に入射した光を反射する反射
面２１ｓである。
【００３６】
　反射層２１は、表示体１０に入射する光の反射する効率を高めるため、反射層を備えて
いない構成と比べて、表示体１０から射出される光の光量が大きくなる。それゆえに、反
射層２１によれば、表示体１０の視認性が高まる。
【００３７】
　なお、反射層２１に対して基材１１とは反対側から反射層２１に光が入射してもよい。
この場合には、反射層２１のうち、被覆面２３ｓに接する面とは反対側の面が反射面とし
て機能する。
【００３８】
　反射面２１ｓは、複数の第１反射面２１ａと第２反射面２１ｂとを含んでいる。基材１
１の厚さ方向において、第１反射面２１ａの位置と第２反射面２１ｂの位置とが互いに異
なる一方で、各第１反射面２１ａの位置は、他の残りの第１反射面２１ａと等しい。各第
１反射面２１ａ、および、第２反射面２１ｂは、それぞれ平坦面であり、各第１反射面２
１ａと第２反射面２１ｂとは略平行である。
【００３９】
　すなわち、反射面２１ｓのうち、凹凸層２３における第１被覆面２３ａと接する部分が
第１反射面２１ａであり、凹凸層２３における第２被覆面２３ｂと接する部分が第２反射
面２１ｂである。
【００４０】
　基材１１の厚さ方向に沿う反射層２１の厚さは、例えば、３０ｎｍ以上１５０ｎｍ以下
であり、反射層２１のうち、第１反射面２１ａにおける厚さと、第２反射面２１ｂにおけ
る厚さとは、互いに等しい。
【００４１】
　図３が示すように、基材１１の厚さ方向において、第１反射面２１ａと第２反射面２１
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ｂとの間の距離が反射面間距離Ｄ１である。反射面間距離Ｄ１は、第１反射面２１ａにお
いて反射された光である第１反射光ＲＬ１と、第２反射面２１ｂにおいて反射された光で
ある第２反射光ＲＬ２との干渉によって、反射面２１ｓが、有彩色の光を射出する大きさ
である。
【００４２】
　反射面２１ｓに白色光が入射すると、複数の第１反射面２１ａの各々において反射され
た第１反射光ＲＬ１と、第２反射面２１ｂにおいて反射された第２反射光ＲＬ２との間で
、光路長、すなわち、幾何学的な距離に対して屈折率を乗じた値に差が生じる。そして、
こうした光路長の差に応じた光の干渉によって、反射面２１ｓにおける特定の波長を有す
る回折光の回折効率が低められ、かつ、他の波長を有する光の回折効率が低められること
が抑えられる。これにより、反射面２１ｓが、所定の有彩色、すなわち、反射面間距離Ｄ
１に固有の有彩色を有した光を射出する。
【００４３】
　第１反射面２１ａに接する第１被覆面２３ａと第２反射面２１ｂに接する第２被覆面２
３ｂとの間の距離が被覆面間距離Ｄ２であり、被覆面間距離Ｄ２が、例えば、０．０５μ
ｍ以上０．５μｍ以下の範囲に含まれることが好ましく、０．１５μｍ以上０．４μｍの
範囲に含まれることがより好ましい。
【００４４】
　被覆面間距離Ｄ２が０．０５μｍ以上であるとき、可視光の波長の範囲に含まれる光を
弱めることができるため、反射面２１ｓが射出する光の色が、白色よりも彩度の高い色を
有する。また、被覆面間距離Ｄ２が０．０５μｍ以上であるとき、表示体１０を製造する
ときの外的な要因、例えば、製造装置の状態、表示体１０を製造する環境の変動、および
、表示体１０の形成材料における組成の変化などが、表示体１０の光学的な性質に影響を
及ぼしにくい。そして、被覆面間距離Ｄ２が０．５μｍ以下であるとき、被覆面間距離Ｄ
２がより大きい構成と比べて、被覆面２３ｓをより高い形状の精度、および、寸法の精度
で形成することができる。
【００４５】
　なお、反射層２１に対して基材１１とは反対側から反射層２１に光が入射する構成では
、反射層２１のうち、凹凸層２３に接する面とは反対側の面が反射層として機能する。そ
のため、反射層２１のうち、第１反射面２１ａにおける厚さと、第２反射面における厚さ
とが互いに等しい前提では、被覆面間距離Ｄ２が上述した範囲を満たすことにより、反射
面間距離Ｄ１は、固有の有彩色の光を反射面が射出することができる大きさになる。
【００４６】
　また、反射層２１のうち、第１反射面２１ａにおける厚さと、第２反射面２１ｂにおけ
る厚さとが互いに異なる構成であっても、第１反射面２１ａと第２反射面２１ｂとの間の
距離である反射面間距離Ｄ１が、被覆面間距離Ｄ２における上述の範囲を満たしていれば
よい。
【００４７】
　第１被覆面２３ａと第２被覆面２３ｂとの間を繋ぐ側面２３ｃは、第２被覆面２３ｂに
対して略垂直であるが、側面２３ｃは、第２被覆面２３ｂの法線方向に対して傾きを有し
ていてもよい。ただし、側面２３ｃと第２被覆面２３ｂとが形成する角度は、垂直に近い
ほど好ましく、側面２３ｃと第２被覆面２３ｂとが形成する角度が垂直に近いほど、反射
面２１ｓの射出する光の色における彩度が高まる。
【００４８】
　なお、反射層２１のうち、側面２３ｃを覆う部分では、基材１１の厚さ方向と直交する
方向の厚さが、反射層２１のうち、第１反射面２１ａ、および、第２反射面２１ｂの各々
における部分での基材１１の厚さ方向に沿う厚さよりも小さい。
【００４９】
　図４は、第１表示領域１２の一部であって、第１表示領域１２を構成する複数の表示部
のうちの１つを拡大して示している。図４は、反射面２１ｓと対向する方向から見た平面
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構造を示している。
【００５０】
　なお、図４では、表示部が正方形形状を有しているが、表示部は、正方形形状以外の矩
形形状、三角形形状、円形状、および、楕円形状などを有していてもよい。表示部が多角
形形状を有しているときには、表示部の外縁における一辺の長さは、３００μｍ以下であ
ることが好ましい。各表示部は、第１表示領域１２に１つの画像を表示させるための１つ
の画素として機能する。
【００５１】
　図４が示すように、反射面２１ｓと対向する平面視では、第１表示領域１２が備える１
つの表示部１２ｐにおいて、各第１反射面２１ａは略正方形状を有し、互いに隣り合う第
１反射面２１ａの隙間が第２反射面２１ｂによって埋められている。
【００５２】
　反射面２１ｓと対向する平面視において、複数の第１反射面２１ａは、各仮想線Ｌｖの
上に複数ずつ位置している。すなわち、各仮想線Ｌｖには、複数の第１反射面２１ａが並
んでいる。複数の仮想線Ｌｖの各々は、１つの方向であるＸ方向に沿って延び、かつ、複
数の仮想線Ｌｖは、Ｘ方向と直交する方向であるＹ方向に沿って並んでいる。複数の仮想
線Ｌｖは、肉眼で知覚することが可能な回折光の射出が抑えられるようにＹ方向に沿って
配置されている。
【００５３】
　複数の仮想線Ｌｖでは、Ｙ方向において互いに隣り合う２つの仮想線Ｌｖの距離が仮想
線間距離Ｄ３であり、仮想線間距離Ｄ３が、仮想線Ｌｖの並ぶ順序に対し不規則に変わっ
ている。言い換えれば、複数の仮想線Ｌｖは、Ｙ方向においてランダムに配置され、各仮
想線Ｌｖと他の残りの仮想線Ｌｖとは互いに平行である。すなわち、反射面２１ｓと対向
する平面視では、複数の仮想線Ｌｖと交差する直線上、例えば、Ｙ方向に沿って延びる直
線上において、仮想線間距離Ｄ３は、互いに異なる大きさを含み、仮想線Ｌｖの並びの順
序に対し不規則に変わっている。
【００５４】
　複数の仮想線Ｌｖにおいて、仮想線間距離Ｄ３は、例えば、０．３μｍ以上２μｍ以下
であることが好ましい。仮想線間距離Ｄ３が小さくなるほど、仮想線Ｌｖの延びる方向と
直交する方向において光が射出される角度の範囲が大きくなる。そのため、表示体１０の
観察者が、射出された光を観察することのできる領域が拡がる。一方で、仮想線間距離Ｄ
３が大きくなるほど、仮想線Ｌｖの延びる方向と直交する方向において光が射出される角
度の範囲が小さくなる。そのため、表示体１０の観察者が、射出された光を観察すること
のできる領域が狭まる。
【００５５】
　各仮想線Ｌｖ上において、複数の第１反射面２１ａは、ランダムに並んでいる。すなわ
ち、１つの仮想線Ｌｖに沿って配置される複数の第１反射面２１ａにおいて、互いに隣り
合う第１反射面２１ａの間の距離は、一定の値ではない。複数の第１反射面２１ａが各仮
想線Ｌｖにおいてランダムに並ぶ構成は、複数の第１反射面２１ａの並ぶ周期に基づいて
、仮想線Ｌｖの延びる方向に沿って回折光が射出されることが抑えられる点で好ましい。
【００５６】
　なお、本実施形態では、各仮想線Ｌｖと他の残りの仮想線Ｌｖとの間においても、仮想
線Ｌｖに対する複数の第１反射面２１ａの位置は互いに異なっている。しかし、各仮想線
Ｌｖにおいて、複数の第１反射面２１ａがランダムに並んでいれば、各仮想線Ｌｖと他の
残りの仮想線Ｌｖとの間では、仮想線Ｌｖに対する複数の第１反射面２１ａの位置が互い
に同じであってもよい。
【００５７】
　また、各仮想線Ｌｖにおいて、複数の第１反射面２１ａは規則的に並んでいてもよい。
すなわち、複数の第１反射面２１ａは所定の周期で並んでいてもよい。こうした構成であ
っても、表示部１２ｐは、第１反射面２１ａにおいて反射される光と第２反射面２１ｂに



(11) JP 6520359 B2 2019.5.29

10

20

30

40

50

おいて反射される光との干渉によって所定の有彩色を有した光を射出することが可能では
ある。
【００５８】
　各仮想線Ｌｖには、複数の第１反射面２１ａが配置されているため、１つの仮想線Ｌｖ
に沿って配置された複数の第１反射面２１ａは、ヘアライン加工を用いて金属層などの表
面に形成された構造体のように作用する。それゆえに、表示部１２ｐは、仮想線Ｌｖの延
びる方向と直交する方向に光を射出する一方で、仮想線Ｌｖの延びる方向には、有彩色を
有した光をほとんど射出しない。
【００５９】
　すなわち、１つの仮想線Ｌｖに沿って並ぶ第１反射面２１ａと、仮想線Ｌｖ上において
、互いに隣り合う第１反射面２１ａの間を埋める第２反射面２１ｂとは、仮想線Ｌｖに沿
って延びる１つの面である疑似面２１ｄと同様な機能を発現する。そのため、疑似面２１
ｄと互いに隣り合う疑似面２１ｄ間の第２反射面２１ｂとによって生成された有彩色の光
が、仮想線Ｌｖと直交する方向に射出される。
【００６０】
　言い換えれば、表示部１２ｐにおいて、表示部１２ｐから光が射出される方向のうち、
射出光の光量が最も大きい方向と直交する方向が、仮想線Ｌｖの延びる方向である。その
ため、表示部１２ｐにおいて仮想線Ｌｖの延びる方向は、表示部１２ｐから射出される光
の方向によって特定することが可能である。
【００６１】
　これに対して、図５は、一般的なヘアライン加工を用いて金属層の表面に形成された構
造体ＨＬを示している。図５が示すように、ヘアライン加工後の金属層には、Ｙ方向に沿
って延びる複数の直線形状を有する構造体が形成され、複数の構造体は、Ｙ方向と交差す
る方向に沿って不規則な間隔で配置されている。また、複数の構造体の高さには、互いに
異なる大きさが含まれる。そのため、ヘアライン加工によって形成された構造体は、特定
の波長の光の回折効率を低下させる作用は有していない。それゆえに、ヘアライン加工後
の金属層に白色光が入射すると、金属層は、Ｙ方向と直交する方向であるＸ方向に沿って
白色の散乱光を射出する。
【００６２】
　反射面２１ｓと対向する方向から見て、各第１反射面２１ａの一辺の長さは、０．３μ
ｍ以上２μｍ以下であることが好ましい。こうした大きさを有する第１反射面２１ａが表
示部１２ｐの内部に配置されるとき、互いに隣り合う第１反射面２１ａ間の距離は、例え
ば、０．３μｍ以上２μｍ以下とすることが可能である。
【００６３】
　第１反射面２１ａの一辺の長さ、および、第１反射面２１ａ間の距離が、０．３μｍ以
上２μｍ以下であるため、第１反射面２１ａの一辺の長さ、および、第１反射面２１ａ間
の距離がより大きい構成と比べて、回折光の射出角が大きくなる。それゆえに、複数の光
から構成される有彩色を有した光を観察することが可能な領域が拡がる。
【００６４】
　表示部１２ｐでは、反射面２１ｓと対向する平面視において、各第１反射面２１ａの一
辺の長さと、他の残りの第１反射面２１ａの一辺の長さとが互いに略等しいことが好まし
い。すなわち、各第１反射面２１ａは、互いに略等しい面積を有した略正方形状を有する
ことが好ましい。
【００６５】
　第１反射面２１ａの一辺の長さが、上述した０．３μｍ以上２μｍ以下の範囲に含まれ
るとき、第１反射面２１ａは非常に微細な構造であるため、第１反射面２１ａの一辺の長
さがより大きい構成と比べて、第１反射面２１ａの加工が難しい。そのため、複数の第１
反射面２１ａの各々を高い精度で加工する上では、第１反射面２１ａの形状、および、第
１反射面２１ａの面積は略等しいことが好ましい。
【００６６】
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　各第１反射面２１ａが互いに略等しい形状、および、互いに略等しい面積を有していれ
ば、複数の第１反射面２１ａの間において、形状が互いに異なる構成と比べて、第１反射
面２１ａの平坦性が第１反射面２１ａごとに変わったり、反射面間距離Ｄ１が第１反射面
２１ａごとに変わったりするなどの加工不良を抑えることができる。それゆえに、表示部
１２ｐにおける加工不良に起因して、表示部１２ｐから射出される光の色が、設計上の光
の色から意図しない色に変わることが抑えられる。
【００６７】
　表示部１２ｐでは、反射面２１ｓと対向する平面視において、第２反射面２１ｂの面積
と、全ての第１反射面２１ａの面積との和が表示部１２ｐの面積Ｓであり、全ての第１反
射面２１ａの面積の和が面積Ｓ１である。そして、面積Ｓに対する面積Ｓ１の比（Ｓ１／
Ｓ）の百分率が、表示部１２ｐにおける第１反射面２１ａの占有度である。
【００６８】
　複数の表示部１２ｐの間において、第１反射面２１ａの占有度が、互いに略等しいこと
が好ましい。言い換えれば、各表示部１２ｐと他の残りの表示部１２ｐとの間において、
表示部１２ｐにおける全ての第１反射面２１ａの専有する面積が、互いに略等しいことが
好ましい。表示部１２ｐにおいて、第１反射面２１ａの占有度に応じて、表示部１２ｐか
ら射出される有彩色の光の光量が変わる。
【００６９】
　そのため、各表示部１２ｐと他の残りの表示部１２ｐとの間において、第１反射面２１
ａの占有度が互いに略等しければ、複数の表示部１２ｐの間において、各表示部１２ｐか
ら射出される光量における差を抑えることができる。結果として、第１表示領域１２にお
いて、射出される光の光量に分布が形成されることが抑えられるため、表示体１０の表示
する像の品質が高まる。
【００７０】
　表示部１２ｐにおいて、第１反射面２１ａの占有度は、例えば、１５％以上５０％以下
であることが好ましい。すなわち、表示部１２ｐにおいて、全ての第１反射面２１ａの占
有する面積が、表示部１２ｐの全体が有する面積に対して１５％以上５０％以下であるこ
とが好ましい。
【００７１】
　なお、表示部１２ｐに配置される各第１反射面２１ａは略正方形状を有し、かつ、各第
１反射面２１ａは、他の第１反射面２１ａから離れて配置されるため、占有度における最
大値は５０％である。表示部１２ｐにおける占有度が高い値であるほど、表示部１２ｐか
ら射出される光の光量が大きくなるため、第１表示領域１２が表示する像を明るくする上
で好ましい。また、占有度が１５％以上であるとき、表示部１２ｐから射出される光の光
量が、第１表示領域１２が表示する像を観察者が観察することができる程度の大きさにな
る。
【００７２】
　すなわち、表示部１２ｐが、反射面間距離Ｄ１に固有の有彩色を有する光を射出し、か
つ、射出光の光量を十分に大きくする上では、第１反射面２１ａの占有度は、１５％以上
５０％以下であることが好ましい。
【００７３】
　第１反射面２１ａと対向する方向から見て、各第１反射面２１ａを区画する辺は、Ｘ方
向に沿って延びる辺と、Ｙ方向に沿って延びる辺とから構成されるが、各第１反射面２１
ａを区画する辺は、Ｘ方向に対して傾きを有する辺とＹ方向に対して傾きを有する辺とか
ら構成されてもよい。また、１つの仮想線Ｌｖ上に配置された複数の第１反射面２１ａに
は、Ｘ方向に沿って延びる辺と、Ｙ方向に沿って延びる辺とによって区画される第１反射
面２１ａと、Ｘ方向に対して傾きを有する辺とＹ方向に対して傾きを有する辺とによって
区画される第１反射面２１ａとが含まれていてもよい。
【００７４】
　図６が示すように、第１表示領域１２を構成する各表示部１２ｐにおいて、全ての第１
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反射面２１ａが、表示部１２ｐの外縁から離れて位置している。そして、複数の表示部１
２ｐの間の境界では、一つの表示部１２ｐを構成する第１反射面２１ａと、他の表示部１
２ｐを構成する第１反射面２１ａとの間に隙間が形成されている。
【００７５】
　なお、複数の表示部１２ｐの間の境界において、一つの表示部１２ｐを構成する第１反
射面２１ａと、他の表示部１２ｐを構成する第１反射面２１ａとの間に隙間が形成されて
いれば、各表示部１２ｐは、表示部１２ｐの外縁に接する第１反射面２１ａを含んでいて
もよい。
【００７６】
　図７は、第１表示領域１２、第２表示領域１３、および、第３表示領域１４の各々の一
部であって、各表示領域に含まれる１つの表示部を拡大して示している。図７では、説明
の便宜上から、各表示領域の表示部が１つの方向に沿って並べて示されている。また、図
７には、反射面２１ｓと対向する方向から見た平面構造が示されている。
【００７７】
　図７が示すように、反射面２１ｓと対向する平面視において、第２表示領域１３の表示
部１３ｐは、第１表示領域１２の表示部１２ｐと同様、複数の仮想線Ｌｖを含んでいる。
複数の仮想線Ｌｖの各々は、Ｘ方向と交差する方向である第２延伸方向に沿って延び、表
示部１３ｐにおいて、仮想線Ｌｖの延びる方向である方位角方向が、第１表示領域１２の
表示部１２ｐとは異なっている。複数の仮想線Ｌｖは、第２延伸方向と直交する方向に沿
って、ランダムに並んでいる。
【００７８】
　各仮想線Ｌｖには、複数の第１反射面２１ａが並び、各仮想線Ｌｖにおいて、複数の第
１反射面２１ａは、ランダムに並んでいる。なお、各仮想線Ｌｖにおいて、複数の第１反
射面２１ａは、所定の周期で並んでいてもよい。
【００７９】
　反射面２１ｓと対向する平面視において、第３表示領域１４の表示部１４ｐは、第１表
示領域１２の表示部１２ｐと同様、複数の仮想線Ｌｖを含んでいる。複数の仮想線Ｌｖの
各々は、Ｘ方向と交差する方向である第３延伸方向に沿って延び、Ｘ方向と第３延伸方向
とが形成する角度は、Ｘ方向と第２延伸方向とが形成する角度よりも大きい。表示部１４
ｐにおいて、仮想線Ｌｖの延びる方向である方位角方向は、第１表示領域１２における方
位角方向、および、第２表示領域１３における方位角方向のいずれとも異なる方向である
。なお、Ｘ方向と第３延伸方向とが形成する角度は、Ｘ方向と第２延伸方向とが形成する
角度よりも小さくてもよい。複数の仮想線Ｌｖは、第３延伸方向と直交する方向に沿って
、ランダムに並んでいる。
【００８０】
　各仮想線Ｌｖには、複数の第１反射面２１ａが並び、各仮想線Ｌｖ上において、複数の
第１反射面２１ａは、ランダムに並んでいる。なお、各仮想線Ｌｖにおいて、複数の第１
反射面２１ａは、所定の周期で並んでいてもよい。
【００８１】
　第１表示領域１２、第２表示領域１３、および、第３表示領域１４の間では、仮想線Ｌ
ｖの延びる方向が互いに異なる。そのため、第１表示領域１２、第２表示領域１３、およ
び、第３表示領域１４の各々から、互いに異なる指向性を有した光が射出される。
【００８２】
　なお、第１表示領域１２、第２表示領域１３、および、第３表示領域１４の間では、仮
想線Ｌｖの延びる方向が互いに異なっているが、仮想線Ｌｖの延びる方向は、３つの表示
領域のうちの少なくとも２つの表示領域の間において、互いに同じであってもよい。
【００８３】
　第１表示領域１２における反射面間距離Ｄ１、第２表示領域１３における反射面間距離
Ｄ１、および、第３表示領域１４における反射面間距離Ｄ１は、互いに等しい。そのため
、第１表示領域１２から射出される光の色、第２表示領域１３から射出される光の色、お
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よび、第３表示領域１４から射出される光の色は、互いに同じ有彩色を有した光である。
【００８４】
　なお、図８が示すように、第１表示領域１２、第２表示領域１３、および、第３表示領
域１４の間において、反射面間距離Ｄ１が互いに異なっていてもよい。例えば、第１表示
領域１２における反射面間距離Ｄ１が最も小さく、第２表示領域１３における反射面間距
離Ｄ１が二番面に小さく、かつ、第３表示領域１４における反射面間距離Ｄ１が最も大き
い。
【００８５】
　第１表示領域１２、第２表示領域１３、および、第３表示領域１４の間では、反射面間
距離Ｄ１が互いに異なるため、第１表示領域１２の射出する光の色、第２表示領域１３の
射出する光の色、および、第３表示領域１４の射出する光の色が、互いに異なる。
【００８６】
　また、第１表示領域１２、第２表示領域１３、および、第３表示領域１４の各々におい
て、複数の表示部には、各表示部と他の残りの表示部との間において反射面間距離Ｄ１が
互いに異なっていてもよい。こうした構成によれば、第１表示領域１２、第２表示領域、
および、第３表示領域１４の各々が、複数の色が混ざった混色を表示することができる。
【００８７】
　［表示体の作用］
　図９から図１３を参照して表示体１０の作用を説明する。なお、表示体１０の作用の説
明に先立ち、回折格子の格子定数、すなわち、回折格子における溝のピッチ、照明光の波
長、照明光の入射角、および、回折光の射出角の関係を説明する。
【００８８】
　［回折格子］
　光源から回折格子に照明光が照射されると、回折格子は、入射光である照明光の進行方
向、および、波長に応じて特定の方向に強い回折光を射出する。
　ｍ次回折光（ｍ＝０，±１，±２，・・・）の射出角βは、回折格子の有する溝が延び
る方向に対して垂直な面内で光が進行する場合には、以下に示す式（１）から算出するこ
とができる。
【００８９】
【数１】

【００９０】
　式（１）において、ｄは回折格子の格子定数であり、ｍは回折次数であり、λは入射光
および回折光の波長である。また、αは０次回折光、すなわち、正反射光の射出角であり
、αの絶対値は照明光の入射角と等しく、回折格子が反射型回折格子であるときには、照
明光の入射方向と正反射光の射出方向とは、回折格子が形成された面と正対する正対方向
に対して対称である。
【００９１】
　なお、回折格子が反射型回折格子であるときには、角度αは０°以上９０°未満である
。また、回折格子が形成された面に対して斜め方向から照明光を照射し、正対方向の角度
、すなわち、０°を境界値とする２つの角度範囲を設定するとき、角度βは、回折光の射
出方向と正反射光の射出方向とが同じ角度範囲内に含まれるときには正の値であり、回折
光の射出方向と照明光の入射方向とが同じ角度範囲内に含まれるときには負の値である。
【００９２】
　図９は、相対的に小さい格子定数を有する回折格子が、１次回折光を射出している状態
を模式的に示している。一方で、図１０は、相対的に大きい格子定数を有する回折格子が
、１次回折光を射出している状態を模式的に示している。
【００９３】
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　図９、および、図１０の各々が示すように、点光源ＬＳは白色を有する照明光ＩＬを放
射し、照明光ＩＬは、赤色の波長領域に含まれる波長を有する赤色光成分と、緑色の波長
領域に含まれる波長を有する緑色光成分と、青色の波長領域に含まれる波長を有する青色
光成分とを含む。点光源ＬＳが放射した緑色光成分、青色光成分、および、赤色光成分は
、正対方向ＣＤに対して入射角αで回折格子ＧＲに入射する。回折格子ＧＲは、緑色光成
分の一部を射出角が射出角βｇである回折光ＤＬｇとして射出し、青色光成分の一部を射
出角が射出角βｂである回折光ＤＬｂとして射出し、赤色光成分の一部を射出角が射出角
βｒである回折光ＤＬｒとして射出する。
【００９４】
　また、図９に示される射出角βと、図１０に示される射出角βとの比較から明らかなよ
うに、回折格子ＧＲにおける格子定数ｄが大きいほど、回折光は正反射光ＲＬの射出され
る方向に近い方向に射出される。また、回折格子ＧＲにおける格子定数ｄが大きいほど、
射出角βｇ、射出角βｂ、および、射出角βｒの間における角度の差が小さくなる。
【００９５】
　なお、図９および図１０では、図示の便宜上から、回折格子ＧＲの射出する回折光であ
って、式（１）によって導出される他の次数の回折光の図示が省略されている。
【００９６】
　このように、所定の照明条件のもとでは、回折格子ＧＲは、回折光の波長に応じた異な
る射出角で回折光を射出する。回折格子ＧＲは、例えば、太陽および蛍光灯などの白色光
源のもとでは、互いに異なる波長を有した光を別々の射出角で射出する。そのため、回折
格子ＧＲが表示する像の色は、回折格子ＧＲを観察する観察者の観察角度であって、回折
格子ＧＲの形成された面に対する観察者の視線の方向が変わるにつれて虹色に変わる。
　式（２）を参照して、回折格子の格子定数、照明光の波長、および、回折光の射出角方
向における回折光の強度、すなわち、回折効率の関係を説明する。
【００９７】
　上述した式（１）によれば、格子定数ｄの回折格子ＧＲに対して、入射角αで照明光を
入射させると、回折格子は、射出角βで回折光を射出する。このとき、波長λの光におけ
る回折効率は、回折格子の格子定数、および、溝の深さなどに応じて変化し、以下に示す
式（２）から算出することができる。
【００９８】
【数２】

【００９９】
　ここで、ηは回折効率（ηは０から１の値）であり、ｒは回折格子の溝の深さであり、
Ｌは回折格子の溝の幅であり、ｄは格子定数であり、θは照明光の入射角であり、λは照
明光および回折光の波長である。なお、式（２）は、溝の長さ方向に垂直な断面が矩形波
形状を有し、かつ、溝の深さが比較的小さい回折格子において成り立つ。
【０１００】
　式（２）から明らかなように、回折効率ηは、溝の深さｒ、格子定数ｄ、入射角θ、お
よび、波長λに応じて変化する。また、回折効率ηは、回折次数ｍが高次になることに伴
って、徐々に減少する傾向を有する。
【０１０１】
　［表示体］
　図１１から図１３を参照して、表示体１０の光学的な性質を説明する。なお、図１１お
よび図１２では、表示体１０に含まれる表示部のうち、Ｘ方向に対して所定の傾きを有す
る仮想線Ｌｖの上に第１反射面２１ａが並ぶ構成が例示されている。
【０１０２】
　また、図１１および図１２では、図示の便宜上から、表示部を構成する反射層２１を、
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第１反射面２１ａを頂面として備える複数の凸部と、第２反射面２１ｂを複数の凸部が位
置する１つの面として有する層とから形成される構造体として示している。
【０１０３】
　図１１が示すように、表示部における反射層２１は、基材１１の被覆面２３ｓに接する
反射面２１ｓを有している。反射面２１ｓは、複数の第１反射面２１ａと第２反射面２１
ｂとを含んでいる。複数の第１反射面２１ａは、略正方形状を有し、各第１反射面２１ａ
は、表示部が含む複数の仮想線Ｌｖのいずれか１つに沿って配置されている。複数の仮想
線Ｌｖは互いに平行であり、各仮想線Ｌｖは、Ｘ方向と交差する方向に沿って延びている
。複数の仮想線Ｌｖは、仮想線Ｌｖの延びる方向と直交する方向に沿ってランダムに並ん
でいる。
【０１０４】
　図１２が示すように、反射面２１ｓに光源ＬＳから放射された白色の照明光ＩＬが入射
すると、反射面２１ｓが含む複数の第１反射面２１ａと、第２反射面２１ｂとから構成さ
れる凹凸構造によって、回折光が射出される。しかも、複数の第１反射面２１ａが、複数
の仮想線Ｌｖに沿って複数ずつ並んでいるため、反射面２１ｓは、仮想線Ｌｖの延びる方
向と直交する方向に沿って回折光を射出する。すなわち、Ｘ方向とＹ方向とに直交する方
向であって、基材１１の厚さ方向と平行な方向がＺ方向であり、仮想線Ｌｖの並ぶ方向が
配列方向であるとき、反射面２１ｓは、配列方向とＺ方向とによって規定される平面に対
して回折光を射出する。
【０１０５】
　上述したように、仮想線Ｌｖの配置される間隔はランダムであるため、１つの仮想線Ｌ
ｖに沿って並んだ複数の第１反射面２１ａと、仮想線Ｌｖ上において隣り合う第１反射面
２１ａの間に位置する第２反射面２１ｂは、１つの疑似面を形成していると見なすことが
できる。また、複数の第１反射面２１ａは、複数の疑似面が互いに異なる複数の間隔で並
ぶ構成、すなわち、互いに異なる複数の格子定数ｄを有する構成であると見なすことがで
きる。こうした構成では、互いに異なる複数の格子定数ｄの凹凸構造が、１つの表示部内
に重畳されているため、反射面２１ｓから射出される回折光は、回折光の波長ごとに異な
る射出角に対して射出されず、各波長の回折光が、複数の角度において互いに重畳された
状態で射出される。
【０１０６】
　なお、図１２では、表示部における所定の一点に照明光ＩＬが入射した状態が示されて
いるが、光源ＬＳは、実際には所定の面積に対して照明光ＩＬを放射するため、表示部に
は、点状ではなく面状に照明光ＩＬが入射する。そのため、所定の定点において観察者が
観察する光は、所定の範囲に含まれる波長を有した複数の光であって、互いに異なる波長
を有した光が合わさった光である。結果として、観察者には、互いに異なる波長を有した
複数の光に基づく有彩色を有した光が観察される。
【０１０７】
　ここで、上述した式（２）が示すように、回折格子から射出される回折光は、回折光が
有する波長に応じて光量、すなわち、回折効率ηが変化する。特に、回折格子の格子線幅
Ｌ、および、格子定数ｄが一定であると仮定したときには、回折効率ηは、回折格子の溝
の深さｒと、照明光の波長λとによって決まる。
【０１０８】
　そのため、表示部において、各波長の回折光における回折効率ηは、表示部における第
１反射面２１ａと第２反射面２１ｂとにおける反射面間距離Ｄ１と、照明光の波長λとに
よって決まる。そして、観察者の目に到達する光は、反射面２１ｓに入射した白色を有し
た照明光のうち、特定の波長を有した光が弱められた光である所定の有彩色を有した光で
ある。
【０１０９】
　例えば、上述した反射面間距離Ｄ１が、所定の値に設定された表示体では、４６０ｎｍ
の波長を有する青色光の回折効率が低くなることで、観察者の目に到達する回折光に含ま
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れる光のほとんどが、６３０ｎｍの波長を有する赤色光、および、５４０ｎｍの波長を有
する緑色光である。これにより、観察者によって観察される光は、黄色を有した光である
。
【０１１０】
　これに対して、反射面間距離Ｄ１が、上述した値とは異なる所定の値に設定された表示
部では、例えば、赤色光の回折効率が低くなることで、観察者の目に到達する回折光に含
まれる光のほとんどが、緑色光および青色光である。これにより、観察者によって観察さ
れる光は、シアン色、すなわち、うすい水色を有した光である。
【０１１１】
　なお、図１２には、表示部の一例が示され、表示部１４ｐでは、白色光を放射する光源
ＬＳからの照明光ＩＬのうち、赤色を有する回折光ＤＬｒが弱められ、かつ、緑色を有し
た回折光ＤＬｇと青色を有した回折光ＤＬｂとが、赤色を有する回折光ＤＬｒよりも強い
状態で射出される。そして、各波長の光は、回折格子において回折される光に比べて、様
々な射出角で射出されるため、表示部から射出される光において、観察点が変わることに
よって視認される光の色が虹色に変わることが抑えられ、結果として、所定の波長を有し
た光による有彩色の光が視認される。
【０１１２】
　表示部の射出する光の色である表示色は、表示部の射出する回折光が到達しない位置に
観察者が位置するときには、観察者によって観察されない。そのため、染料や顔料によっ
て形成された印刷物とは異なり、表示部によれば、光源や観察者の位置によって、観察者
が表示色を視認できる状態と、視認できない状態との２つの状態を実現することができる
。
　すなわち、表示部を観察する条件には、表示部の射出する光を観察することが可能な条
件と、表示部の射出する光を観察することが不可能な条件とが含まれる。
【０１１３】
　このうち、観察することが可能な条件には、例えば、室内において、蛍光灯などの光源
ＬＳからの光が、表示体１０の反射面２１ｓに対して、略垂直な方向から入射し、観察者
が目視によって表示体１０の表示部から射出された光を観察することができる状態が含ま
れる。また、観察することが可能な条件には、室外において、太陽光などの光が、反射面
２１ｓに対して、略垂直な方向から入射し、観察者が目視によって表示部から射出された
光を観察することができる状態が含まれる。
【０１１４】
　一方で、観察することが不可能な条件には、例えば、光源ＬＳからの光が、反射面２１
ｓに対して、略水平な方向から入射し、表示部から光がほとんど射出されない状態を含む
。また、観察することが不可能な条件には、観察者が、表示体１０の仮想線Ｌｖが延びる
方向と直交する方向とは異なる方向から表示体を観察する状態であって、反射面２１ｓか
ら回折光が射出されてはいるものの、観察者が、回折光が到達しないような角度から表示
体１０を目視した状態を含む。
【０１１５】
　このように、表示体１０の表示部では、複数の第１反射面２１ａが仮想線Ｌｖに沿って
並ぶことで、表示部１４ｐにおける光の射出方向に指向性が与えられる。そのため、表示
部１４ｐが、光を等方的に射出する構成と比べて、表示体１０が所定の有彩色を有した光
を射出しつつ、表示体１０によって表示される像が動的に変わる。
【０１１６】
　一方で、図１３が示すように、複数の格子線ＧＬを備える回折格子ＧＲであって、各格
子線ＧＬがＹ方向に沿って延び、かつ、複数の格子線ＧＬがＸ方向に沿って規則的に配置
された回折格子ＧＲは、以下のように回折光を射出する。すなわち、回折格子ＧＲは、回
折格子ＧＲに光源ＬＳの放射した照明光ＩＬが入射したときに、ＸＺ平面に対して、格子
線ＧＬの延びる方向であるＹ方向と直交するＸ方向に沿って、赤色を有する回折光ＤＬｒ
、緑色を有する回折光ＤＬｇ、および、青色を有する回折光ＤＬｂを互いに異なる射出角
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で射出する。
【０１１７】
　なお、上述した表示体１０、および、回折格子ＧＲに入射した光は、所定の方向に回折
光を射出光として射出する一方で、入射光の入射角方向に対して正反射の方向に正反射光
、すなわち鏡面反射光を射出する。正反射光は、表示体１０および回折格子ＧＲの各々が
有する微細な構造の形状に影響されずに、表示体１０および回折格子ＧＲの各々から射出
される光である。また、一般に、観察者が反射層２１を備える表示体１０を観察するとき
には、正反射光は光量が大きいために、観察者は正反射光を眩しく感じるため、観察者は
、正反射光が自身の目に到達しないように表示体１０を観察する。そのため、先に参照し
た図１１から図１３では、図示の便宜上から、正反射光の図示を省略している。
【０１１８】
　［物品の構成］
　図１４および図１５を参照して、上述した表示体１０を備える物品の一例であるＩＣカ
ードの構成を説明する。上述した表示体１０において、表示部は、インキなどを用いた印
刷、および、上述した反射面２１ｓ以外の構造では表示することができない固有の色を有
した像を表示することができる。そのため、表示体１０の表示する像を高い精度で再現す
ることは難しいことから、表示体１０の偽造が難しい。それゆえに、物品が表示体１０を
備えていれば、表示体１０を含めた物品の偽造も難しいため、表示体１０は、物品の偽造
を抑える目的で用いることができる。
【０１１９】
　図１４が示すように、ＩＣ（ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）カード３０は、
板形状を有するカード基材３１であって、例えば、プラスチックから形成されたカード基
材３１、所定の画像が印刷された印刷層３２、ＩＣチップ３３、および、表示体１０を備
えている。
【０１２０】
　図１５が示すように、印刷層３２は、カード基材３１の上に形成され、印刷層３２の有
する面のうち、カード基材３１に接する面とは反対側の面である表示面には、上述した表
示体１０が、例えば粘着層を用いて固定されている。表示体１０は、例えば、粘着層を有
したステッカ、または、転写箔として準備されて、支持部の一例である印刷層３２に貼り
つけられる。
【０１２１】
　印刷層３２には、例えば、文字、数字、および、記号などの少なくとも１つから構成さ
れる情報、および、意匠性を有する絵柄などが形成されている。なお、印刷層３２は、カ
ード基材３１の上だけでなく、表示体１０の中で、印刷層３２に接する面とは反対側の面
である表面に形成されていてもよい。
【０１２２】
　また、表示体１０は、カード基材３１に貼り付けられていてもよく、表示体１０がカー
ド基材３１に貼り付けられた構成では、印刷層３２が、カード基材３１のうち、表示体１
０に覆われていない部分と、表示体１０のうち、カード基材３１に接する面とは反対側の
面である表面とに形成されていてもよい。こうした構成では、カード基材３１が支持部の
一例である。
【０１２３】
　印刷層３２の形成材料は、顔料や染料などを含むインキ、あるいは、トナーなどである
。印刷層３２に用いられるインキおよびトナーは、表示体１０の表示部が有する光学的な
機能を発現することができない。すなわち、インキやトナーから形成された印刷物におい
て、印刷物を観察する条件が変わっても、印刷物の色や輝度がほとんど変わらない。言い
換えれば、印刷物の表示する像は、印刷物を観察する条件が変わってもほとんど変わらな
い。
【０１２４】
　そのため、表示体１０を備えるＩＣカード３０によれば、ＩＣカード３０が、互いに異
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なる複数の観察条件の下で観察されたとき、印刷層３２の表示する像が複数の観察条件の
間でほとんど変わらない一方で、表示体１０の表示する像が複数の観察条件の間で変わる
。それゆえに、ＩＣカード３０が互いに異なる複数の観察条件の下で観察されたときに、
印刷層３２と表示体１０とが対比されることによって、印刷層３２に対する表示体１０の
光学的な機能の違いが明確になる。結果として、表示体１０を用いたＩＣカード３０の真
贋の判断をより明確に行うことができる。
【０１２５】
　特に、印刷層３２が表示する像の色と、特定の観察条件において表示体１０が表示する
像の輝度とが略等しいことが好ましい。こうした構成では、相互に異なる複数の観察条件
の下でＩＣカード３０が観察されたとき、表示体１０が表示する像における輝度の変化と
、印刷層３２の表示する像の輝度における変化との間の違いが、より視認されやすくなる
。それゆえに、こうした印刷層３２と表示体１０とによれば、偽造を防止する効果がより
高まる。
【０１２６】
　印刷層３２の形成材料は、印刷層３２を観察する条件が変わることによって、印刷層３
２の視覚効果が変わる機能性インキであって、印刷層３２を観察する条件が変わることに
よって、印刷層３２の表示する像が変わる機能性インキであってもよい。機能性インキは
、例えば、蓄光インキ、液晶、および、可視光が照射されている状態では不可視である一
方で、紫外線や赤外線などが照射されることによって可視化されるインキなどである。紫
外線や赤外線が照射されることによって可視化されるインキによれば、可視光が照射され
ているときには、インキによって形成された情報が観察者に対して隠蔽される。一方で、
紫外線や赤外線が情報に照射されたときには、情報が観察者に向けて再生される。
【０１２７】
　これらの機能性インキから形成された印刷層３２は、印刷層３２の観察される条件が変
わることによって視覚効果が変わる一方で、表示部とは異なる視覚効果を有している。そ
のため、機能性インキによって形成された印刷層３２と表示体１０とを組み合わせること
によって、偽造を防止する効果がより高まる。
【０１２８】
　また、印刷層３２は、レーザー光線や紫外線、熱、および、圧力などのエネルギーが与
えられることによって、エネルギーが与えられる前の色とは異なる色に変わる層であって
もよい。
【０１２９】
　カード基材３１のうち、印刷層３２と接する面に、印刷層３２と接する面とは反対側の
面に向けて窪む凹部３１ａが形成され、印刷層３２には、ＩＣカード３０の厚さ方向にお
いて、凹部３１ａと重なる位置に貫通孔３２ａが形成されている。ＩＣチップ３３は、凹
部３１ａおよび貫通孔３２ａに嵌め込まれ、ＩＣチップ３３は、ＩＣチップ３３の中で印
刷層３２に囲まれる面である表面に、複数の電極を備えている。ＩＣチップ３３において
、ＩＣチップ３３への情報の書き込み、および、ＩＣチップ３３に記録された情報の読み
出しが、複数の電極を介して行われる。
【０１３０】
　ＩＣカード３０は、偽造の難しい表示体１０を備えているため、ＩＣカード３０の偽造
も難しい。しかも、ＩＣカード３０は、表示体１０に加えて、ＩＣチップ３３および印刷
層３２を備えているため、ＩＣチップ３３によって電子データを用いた偽造の防止が可能
であるとともに、表示体１０および印刷層３２によって、視覚効果を用いた偽造の防止が
可能である。
【０１３１】
　［表示体の製造方法］
　表示体１０の製造方法を説明する。
　表示体１０を製造する際には、まず、支持層２２として光透過性を有する樹脂製のシー
トまたはフィルムを準備する。支持層２２の形成材料は、例えば、ポリエチレンテレフタ
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レート（ＰＥＴ）、および、ポリカーボネート（ＰＣ）などであればよい。支持層２２の
１つの面に、熱可塑性樹脂、熱硬化製樹脂、および、光硬化性樹脂などの光透過性を有す
る合成樹脂を塗布して塗膜を形成し、形成した塗膜に金属製のスタンパを密着させた状態
で、樹脂を硬化させる。なお、塗膜の形成材料が熱硬化性樹脂であるときには、塗膜に熱
を与えることで樹脂を硬化させ、塗膜の形成材料が光硬化性樹脂であるときには、光を照
射することで樹脂を硬化させる。
【０１３２】
　硬化後の塗膜から金属製スタンパを剥離することによって、被覆面２３ｓを有する凹凸
層２３が得られる。なお、支持層２２と凹凸層２３とは密着しているため、支持層２２の
形成材料と、凹凸層２３の形成材料とが同じであるとき、支持層２２と凹凸層２３との境
界が存在しない。それゆえに、支持層２２と凹凸層２３とを単一の層から形成された基材
１１であると見なすことができる。
【０１３３】
　次いで、基材１１の被覆面２３ｓの形状に追従するように反射層２１を被覆面２３ｓの
上に形成する。反射層２１の形成方法は、例えば、真空蒸着法、および、スパッタリング
法などの気相堆積法であればよい。
【０１３４】
　反射層２１において、以下の場合には、干渉によって光が弱め合う効果が低くなる。す
なわち、反射層２１のうち、第１被覆面２３ａの上に形成された部分、および、第２被覆
面２３ｂの上に形成された部分の各々の平坦性が低い場合、および、第１被覆面２３ａの
上に形成された部分の厚さ、および、第２被覆面２３ｂの上に形成された部分の厚さの各
々が偏りを有する場合である。
【０１３５】
　これらの場合には、回折効率が低下する光の波長の範囲が大きくなるために、表示体１
０の射出する光における波長の分布と、入射した白色光における波長の分布との差が小さ
くなる。結果として、表示体１０が射出する光の色における彩度が低くなり、射出する光
の色が白色に近くなってしまう。
【０１３６】
　それゆえに、反射層２１は、第１被覆面２３ａおよび第２被覆面２３ｂの各々の平坦性
に倣い、各第１反射面２１ａと、第２反射面２１ｂとが互いに略平行に保たれるように形
成されることが好ましい。
【０１３７】
　反射層２１は、金属層および誘電体層のいずれかであればよい。反射層２１が金属層で
あるとき、反射層２１の形成材料は、例えば、アルミニウム、銀、金、および、これら金
属の合金などであればよい。反射層２１が誘電体層であるとき、反射層２１の形成材料は
、硫化亜鉛（ＺｎＳ）、および、酸化チタン（ＴｉＯ２）などであればよい。
【０１３８】
　なお、反射層２１が誘電体層であるときには、反射層２１は単層構造を有してもよいし
、多層構造であって、互いに隣り合う層の間において屈折率が異なる多層構造を有してい
てもよい。
【０１３９】
　反射層２１の厚さは、３０ｎｍ以上１５０ｎｍ以下であることが好ましく、３０ｎｍ以
上７０ｎｍ以下であることがより好ましく、５０ｎｍであることがさらに好ましい。反射
層２１は、気相堆積法によって薄膜状に形成することが可能である。ただし、反射層２１
の形成材料が上述した金属であるとき、反射層２１の表面には、粒状を有した構造体が形
成されやすい。粒状を有した構造体の大きさは、反射層２１の厚さが大きくなるほど大き
くなりやすいため、反射層２１の平坦性を高める上では、反射層２１の厚さが小さいこと
が好ましい。一方で、反射層２１の厚さが小さすぎると、反射層２１が、光を反射する機
能を十分に有しない。
【０１４０】
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　本願発明者らは、反射層２１の厚さと反射層２１の機能との関係を鋭意研究する中で、
反射層２１が所望の平坦性を有し、かつ、光を反射する機能を十分に有する上では、反射
層２１の厚さが、３０ｎｍ以上１５０ｎｍ以下であることが好ましいことを見出した。
【０１４１】
　反射層２１は、上述したように、基材１１における被覆面２３ｓの全体を覆っていても
よいし、被覆面２３ｓの一部のみを覆っていてもよい。すなわち、反射層２１は、被覆面
２３ｓを部分的に覆っていてもよい。反射層２１が被覆面２３ｓを部分的に覆っている構
成では、反射層２１は、被覆面２３ｓのうち、反射層２１が形成された部分と、反射層２
１が形成されていない部分とによって、絵柄、文字、および、記号などの画像を形成して
もよい。
【０１４２】
　被覆面２３ｓを部分的に覆う反射層２１は、例えば、気相堆積法により被覆面２３ｓの
全体に反射層２１を形成した後に、薬品などを用いて反射層２１の一部を溶解させること
によって形成することができる。あるいは、被覆面２３ｓを部分的に覆う反射層２１は、
被覆面２３ｓの全体に反射層２１を形成した後に、反射層２１に対する密着力が、凹凸層
２３よりも高い接着材料を用いて、反射層２１の一部を凹凸層２３から剥離することによ
って形成することもできる。またあるいは、被覆面２３ｓを部分的に覆う反射層２１は、
マスクを用いた気相堆積法、および、リフトオフ法などを用いて形成することもできる。
【０１４３】
　なお、表示体１０は、他の機能層、例えば、表示体１０の表面を保護する保護層、およ
び、表示体１０の表面を覆って、表示体１０において所定の菌が増殖することを抑える抗
菌コート層などを更に含んでいてもよい。
【０１４４】
　［原版の製造方法］
　図１６および図１７を参照して、表示体１０の製造に用いられる原版の製造方法を説明
する。なお、原版は、上述した金属製のスタンパの型として用いられる。
　図１６が示すように、原版の製造方法は、基板の１つの面にレジスト層を形成する工程
（ステップＳ１１）、レジスト層を露光する工程（ステップＳ１２）、および、露光され
たレジスト層を現像して、レジスト層に転写面を形成する工程（ステップＳ１３）を含ん
でいる。すなわち、原版の製造方法は、レジスト層形成工程と、露光工程と、現像工程と
を含んでいる。
【０１４５】
　レジスト層形成工程では、例えば、板形状を有するガラス基板を準備し、ガラス基板の
１つの面にレジストを塗布して、レジスト層を形成する。レジストは、電子線レジストで
あってもよいし、フォトレジストであってもよい。レジストは、ポジ型のレジストであっ
て、レジストのうち、露光された部分において、露光されていない部分よりも現像液に対
する溶解性が高まる。そのため、現像工程では、レジストのうち、露光された部分が、露
光されていない部分から取り除かれる。
【０１４６】
　露光工程では、原版において、表示体１０の第１反射面２１ａに対応する部分と、第２
反射面２１ｂに対応する部分とを区画するための露光が行われる。レジスト層の形成材料
が電子線レジストであるとき、レジスト層に対して電子線を照射して、レジスト層を露光
する。一方で、レジスト層の形成材料がフォトレジストであるとき、レジスト層に紫外の
波長を有するレーザー光線を照射して、レジスト層を露光する。
【０１４７】
　露光工程では、ＸＹステージであって、１つの方向であるＸ方向と、Ｘ方向と直交する
Ｙ方向とに沿って二次元的に位置を変えることができるステージ上にガラス基板を載置す
る。そして、ＸＹステージの移動を制御する制御装置を用いてステージを移動させながら
、レジスト層に電子線あるいはレーザー光線を照射することによって、レジスト層をパタ
ーン露光する。
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【０１４８】
　なお、レジストが電子線レジストであるとき、電子線レジストに対する電子線の照射に
は、可変成形ビーム露光方式、言い換えれば矩形ビーム露光方式を用いることが好ましい
。可変成形ビーム露光方式では、電子銃から照射される電子線に、電子線の照射方向から
見て矩形の開口部である成形アパーチャーを通過させて、電子線の照射方向と直交する電
子線の断面形状を矩形に変えた状態で、レジスト層の表面に電子線を照射する。
【０１４９】
　ここで、電子線に成形アパーチャーを通過させずに、電子線をレジスト層に照射するス
ポットビーム露光方式によれば、可変成形ビーム露光方式と比べて、露光するパターンの
自由度は高まるが、可変成形ビーム露光方式よりも１回あたりの照射面積が小さいため、
描画にかかる時間が長くなる。一方で、可変成形ビーム露光方式によれば、スポットビー
ム方式よりも１回あたりの照射面積を大きくでき、かつ、１回あたりの照射面積が可変で
あることから描画にかかる時間を短くすることができる。
【０１５０】
　可変成形ビーム露光方式では、レジスト層のうち、表示部における１つの第１被覆面２
３ａに対応する部分の各々が、１回の露光で描画されることが好ましい。これにより、１
つの第１被覆面２３ａに対応する部分の全体において、露光の条件が同じになるため、１
つの第１被覆面２３ａに対応する部分が、複数回の露光で描画される場合と比べて、第１
被覆面２３ａの平坦性を高めることができる。
【０１５１】
　また、１つの第１被覆面２３ａに対応する部分の各々が１回の露光で描画されることに
より、複数の第１被覆面２３ａの各々に対応する部分の間において、露光の条件が略同じ
になる。そのため、複数の第１被覆面２３ａの各々に対応する部分の間では、レジスト層
の厚さ方向において、レジストを分解させるエネルギーを電子線から得られる距離が互い
に略等しくなる。
【０１５２】
　なお、レジスト層を露光する工程では、レジスト層のうち、電子線またはレーザー光線
は、電子線またはレーザー光線が照射された照射部分に到達することに加えて、照射部分
の近傍の部分に散乱する。そのため、電子線またはレーザー光線によるエネルギーは、照
射部分、および、照射部分の近傍に到達する。それゆえに、電子線またはレーザー光線の
照射装置に対して設定した条件の通りに、レジスト層の描画ができない場合もある。
【０１５３】
　この点で、１つの表示領域に含まれる複数の表示部の間において、第１被覆面２３ａの
占有度が略等しければ、レジスト層のうち、各表示部に対応する部分に対して照射される
電子線またはレーザー光線の光量が互いに略等しくなる。そのため、電子線またはレーザ
ー光線の散乱による影響が、複数の表示部の間において略等しくなる。これにより、レジ
スト層が、電子線またはレーザー光線の散乱による影響を受けたとしても、複数の表示部
の間において、射出する光の色にむらやずれが生じることが抑えられる。
【０１５４】
　また、電子線によるレジスト層の露光では、電子線によって与えられるエネルギー量が
同じであっても、電子線の照射される面積が大きいほど、レジスト層の厚さ方向において
、レジストを分解させるエネルギーを電子線から得られる距離が大きくなる。それゆえに
、複数の表示部において、複数の第１被覆面２３ａの各々と、第２被覆面２３ｂとの間の
距離におけるばらつきを小さくする上では、表示部に含まれる第１被覆面２３ａの全てに
おいて、反射面２１ｓと対向する平面視における第１反射面２１ａの一辺の長さが略等し
いことが好ましい。
【０１５５】
　表示体１０の備える各第１反射面２１ａが、他の第１反射面２１ａと接する構成では、
レジスト層の露光工程において、一つの照射領域と、一つの照射領域と接する他の照射領
域とに電子線の照射が行われる。そのため、一つの照射領域に照射された電子線が、他の
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照射領域にも散乱することで、２つの照射領域の境界において、電子線の照射によって与
えられたエネルギー量が過剰になる。結果として、２つの照射領域の境界において、現像
後における形状の精度が低くなる。
【０１５６】
　それゆえに、表示体１０において、各表示部に含まれる各第１被覆面２３ａが他の第１
被覆面２３ａから離れていることが好ましい。また、複数の表示部において、各表示部に
含まれる第１被覆面２３ａと、各表示部と隣り合う他の表示部に含まれる第１被覆面２３
ａとの間には、隙間が形成されていることが好ましい。
【０１５７】
　現像工程では、電子線またはレーザー光線が照射されたレジスト層を現像する。これに
より、レジスト層のうち、電子線またはレーザー光線が照射された部分が、電子線または
レーザー光線が照射されていない部分から取り除かれることで、レジスト層の表面に凹凸
面である転写面が形成される。
【０１５８】
　すなわち、図１７が示すように、原版４０は、ガラス基板４１と、レジスト層４２とを
備えている。レジスト層４２は、ガラス基板４１に接する面とは反対側の面である転写面
４２ｓを有している。転写面４２ｓは、複数の第１転写面４２ａと第２転写面４２ｂとを
含んでいる。転写面４２ｓの厚さ方向から見て、各第１転写面４２ａの位置と第２転写面
４２ｂの位置とが異なり、転写面４２ｓと対向する方向から見て、第２転写面４２ｂは、
互いに隣り合う第１転写面４２ａの間を埋めている。
【０１５９】
　転写面４２ｓのうち、第１転写面４２ａの転写によって、表示体１０における被覆面２
３ｓの第１被覆面２３ａが形成され、第２転写面４２ｂの転写によって、被覆面２３ｓの
第２被覆面２３ｂが形成される。
【０１６０】
　原版４０において、第１転写面４２ａと第２転写面４２ｂとの間の距離は、被覆面間距
離Ｄ２に等しい。すなわち、第１転写面４２ａと第２転写面４２ｂとの間の距離は、表示
体１０の第１被覆面２３ａの上に形成された第１反射面２１ａにおいて反射された光と、
第２被覆面２３ｂの上に形成された第２反射面２１ｂにおいて反射された光との干渉によ
って、有彩色の光を射出する距離である。
【０１６１】
　ガラス基板４１の転写面４２ｓと対向する平面視において、各第１転写面４２ａは略正
方形状を有し、かつ、複数の第１転写面４２ａは、複数の仮想線Ｌｖの上に複数ずつ並ん
でいる。複数の仮想線Ｌｖと交差する直線上において、互いに隣り合う仮想線Ｌｖの間の
距離には、互いに異なる大きさが含まれている。
【０１６２】
　そして、上述した方法によって得られた原版４０に対して、電鋳およびめっきなどを行
うことによって、原版４０の転写面４２ｓが転写された凹凸面を有する金属製のスタンパ
を得ることができる。
【０１６３】
　以上説明したように、表示体、物品、原版、および、原版の製造方法によれば、以下に
列挙する効果を得ることができる。
　（１）表示体１０は、反射面間距離Ｄ１によって規定される所定の有彩色を有した光を
射出することができる。また、各仮想線Ｌｖの上に、複数の第１反射面２１ａが並んでい
るため、各仮想線Ｌｖ上の複数の第１反射面２１ａが、１つの疑似面２１ｄを形成してい
ると見なすことができる。これにより、仮想線Ｌｖ上に並ぶ第１反射面２１ａと仮想線Ｌ
ｖ間に位置する第２反射面２１ｂとの間における反射光の干渉によって有彩色の光が生成
され、有彩色の光の射出される方向には、基材１１の厚さ方向から見て、仮想線Ｌｖとほ
ぼ直交する方向への指向性が与えられる。それゆえに、表示体１０が、所定の有彩色を有
した光を射出しつつ、光を等方的に射出する構成と比べて、表示体１０によって表示され
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る像が動的に変わる。
【０１６４】
　（２）各仮想線Ｌｖ上において、複数の第１反射面２１ａが、所定の周期で並んでいな
いため、複数の第１反射面２１ａを含む構造によって、仮想線Ｌｖの延びる方向に沿って
回折光が射出されることが抑えられる。
【０１６５】
　（３）露光工程において、原版４０のうち、各第１反射面２１ａに対応する部分であっ
て、光が照射される部分である照射部分の大きさを略等しくすることができる。そのため
、照射部分の各々に光から与えられるエネルギーも略等しくすることができ、結果として
、照射部分に対して与えられるエネルギーのばらつきによって、原版４０の形状の精度が
低くなることが抑えられ、ひいては、表示体１０の形状の精度が低くなることが抑えられ
る。
【０１６６】
　（４）露光工程において、原版４０のうち、一つの第１反射面２１ａに対応する部分で
ある照射部分と、他の第１反射面２１ａに対応する部分である他の照射部分とが接するこ
とが避けられる。そのため、２つの照射部分の境界に与えられるエネルギーが過剰になる
ことが避けられる。結果として、原版４０の形状の精度が低くなることが抑えられ、ひい
ては、表示体１０の形状の精度が低くなることが抑えられる。
【０１６７】
　（５）複数の表示部の間において、各表示部において全ての第１反射面２１ａが占有す
る面積が略等しい構成では、各表示部から射出される光の光量を略等しくすることができ
る。
　（６）各表示部において、第１反射面２１ａの占有度が、１５％以上５０％以下である
構成では、表示部から視認可能な程度の光量の光が射出される。
【０１６８】
　［変形例］
　なお、上述した実施形態は、以下のように適宜変更して実施することもできる。
　・物品は、ＩＣカードに限らず、例えば、磁気カード、無線カード、および、ＩＤ（ｉ
ｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）カードなどの他のカードであってもよい。あるいは、物品
は、紙幣および商品券などの有価証券であってもよいし、美術品などの高級品であっても
よい。またあるいは、物品は、真正品であることが確認されるべき品物に取り付けられる
タグであってもよいし、真正品であることが確認されるべき品物を収容する包装体、また
は、包装体の一部であってもよい。
【０１６９】
　・表示体において、反射層２１の反射面２１ｓは、上述した表示部に加えて、表示部と
は異なる光学的な機能を有する領域である異機能部を含んでいてもよい。そして、異機能
部には、反射面２１ｓに入射した光を回折する回折部、反射面２１ｓに入射した光の反射
を防止する反射防止部、および、反射面２１ｓに入射した光を散乱させる光散乱部の少な
くとも１つが形成されていればよい。
【０１７０】
　このうち、回折部は、例えば、図１３を参照して先に説明した回折格子であり、反射面
２１ｓに入射した光の回折によって、観察者が表示体を観察する条件に応じて虹色に色が
変わる光を射出する。
【０１７１】
　図１８が示すように、反射防止部５０は、可視光の波長以下の周期で並ぶ複数の微細な
凸部５１を備え、複数の凸部５１が、複数の凸部５１に入射した光の反射による射出を低
くする。これにより、反射防止部５０は、黒色を表示する。
【０１７２】
　図１９が示すように、光散乱部６０は、例えば、表示体の反射面２１ｓと対向する方向
から見た大きさ、および、表示体の厚さ方向における長さの少なくとも一方が互いに異な
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る複数の凸部６１を備えている。複数の凸部６１の各々は、表示体の厚さ方向における長
さが、例えば、数μｍ以上である。光散乱部６０は、光散乱部６０に入射した光の乱反射
によって、白色を有した光を射出する。
【０１７３】
　こうした構成によれば、以下の効果を得ることができる。
　（７）回折部、反射防止部５０、および、光散乱部６０の少なくとも１つが反射面２１
ｓに形成されている分、表示体には、所定の有彩色を有した光を射出する以外の光学的な
機能が付加される。そのため、反射面２１ｓが表示部のみを含む構成と比べて、表示体に
よって得られる光学的な機能がより複雑であり、結果として、表示体の偽造をより難しく
することができる。
【０１７４】
　・第１表示領域１２、第２表示領域１３、および、第３表示領域１４の各々に含まれる
複数の表示部の全てにおいて、仮想線Ｌｖの延びる方向が互いに等しくなくてもよい。
【０１７５】
　例えば、各表示領域に含まれる複数の表示部において、各表示部に含まれる複数の仮想
線Ｌｖが互いに平行である。そして、隣り合う２つの表示部の間において、一方の表示部
における仮想線Ｌｖの延びる方向と、他方の表示部における仮想線Ｌｖの延びる方向とが
形成する角度である仮想線間角が１０°以下である。
【０１７６】
　こうした構成によれば、以下に記載の効果を得ることができる。
　（８）互いに隣り合う２つの表示部の間において、仮想線間角が１０°以下に抑えられ
ている。そのため、各仮想線の延びる方向と、観察者の視線の方向とが形成する角度が変
わるに連れて、互いに隣り合う２つの表示部の間において、輝度が連続的に変わる。
【０１７７】
　・表示部において、第１反射面２１ａの占有度は、１５％よりも小さくてもよい。こう
した構成であっても、表示部は、反射面間距離Ｄ１に固有の有彩色を有した光を少なから
ず射出することが可能であることから、上述した（１）に準じた効果を得ることはできる
。
【０１７８】
　・複数の表示部のうち、少なくとも２つの表示部において、第１反射面２１ａの占有度
が互いに等しければよい。こうした構成であっても、第１反射面２１ａの占有度が互いに
等しい表示部の間では、上述した（５）に準じた効果を得ることができる。
【０１７９】
　・全ての表示部において、第１反射面２１ａの占有度が互いに異なってもよい。こうし
た構成であっても、反射面間距離Ｄ１に固有の有彩色を有した光が反射面２１ｓから射出
されることから、上述した（１）に準じた効果を得ることはできる。
【０１８０】
　・複数の表示部のうち、互いに隣り合う少なくとも２つの表示部において、一方の表示
部を構成する第１反射面２１ａと、他方の表示部を構成する第１反射面２１ａとの間に隙
間が形成されていればよい。こうした構成であっても、第１反射面２１ａの間に隙間が形
成された表示部の間では、上述した（４）に準じた効果を得ることができる。
【０１８１】
　・互いに隣り合う２つの表示部において、一方の表示部を構成する第１反射面２１ａと
、他方の表示部を構成する第１反射面２１ａとの間に隙間が形成されていなくてもよい。
こうした構成であっても、第１反射面２１ａと対向する方向から見て、各表示部を構成す
る各第１反射面２１ａは、他の残りの第１反射面２１ａとは互いに重ならないため、表示
部の内部においては、上述した（４）に準じた効果を得ることができる。
【０１８２】
　・各第１反射面２１ａの一辺の長さには、互いに異なる大きさが含まれていてもよい。
こうした構成であっても、反射面間距離Ｄ１に固有の有彩色の光が反射面２１ｓから射出
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されるため、上述した（１）に準じた効果を得ることはできる。
【０１８３】
　・図２０が示すように、表示体７０において、複数の仮想線Ｌｖは、表示体７０の反射
面２１ｓにおける始点部Ｓｔから放射状に延びていてもよい。なお、図２０は、表示体７
０の反射面２１ｓと対向する方向から見た平面構造を示している。また、図２０では、図
示の便宜上から、各仮想線Ｌｖの上に並ぶ複数の第１反射面２１ａの図示が省略されてい
る。
【０１８４】
　図２０が示すように、表示体７０は、Ｘ方向に沿って延びる長方形形状を有し、表示体
７０の外縁のうち、Ｘ方向に沿って延びる２つの辺の一方に対して、Ｘ方向における中央
を含む位置に始点部Ｓｔが設定されている。１つの表示体７０は、複数の仮想線Ｌｖを含
み、複数の仮想線Ｌｖの各々は、反射面２１ｓにおける１つの始点部Ｓｔから放射状に延
び、複数の仮想線Ｌｖは、扇形状を形成している。複数の仮想線Ｌｖにおいて、各仮想線
Ｌｖの延びる始点が一致している。複数の仮想線Ｌｖと交差する直線Ｌｓ上において、仮
想線間距離Ｄ３には、互いに異なる複数の大きさが含まれる。複数の仮想線Ｌｖのうち、
互いに隣り合う２つの仮想線Ｌｖが形成する角度は、例えば１０°以下に設定され、数度
であることが好ましい。
【０１８５】
　なお、反射面２１ｓにおいて、各仮想線Ｌｖに沿って並ぶ複数の第１反射面２１ａと、
第２反射面２１ｂとの間の距離は、表示体７０の全体において略等しい。そのため、表示
体７０から射出される光の色は、所定の有彩色であって、かつ、表示体７０の全体におい
て同じ色である。
【０１８６】
　図２１から図２６を参照して、表示体７０の作用を説明する。なお、図２１から図２６
では、表示体７０に対する観察者の視線の方向である視線方向が、表示体７０の上方から
見て、Ｙ方向に沿った方向である。そして、表示体７０の外縁のうち、始点部Ｓｔが位置
する辺がＹ方向に沿っている状態である初期状態から、始点部Ｓｔを通り、かつ、紙面と
直交する回転軸を中心に表示体７０を紙面の左回りに徐々に回転させたときに、観察者に
視認される像が示されている。また、図２１から図２６では、表示体７０のうち、観察者
によって輝度の高い領域であると認識される部分が白色で示される一方で、観察者によっ
て輝度の低い領域であると認識される部分にドットが付されている。
【０１８７】
　図２１が示すように、表示体７０のうち、始点部Ｓｔを通り、かつ、Ｙ方向に沿って延
びる中心線Ｃよりも左側の部分が左部分７０Ｌであり、中心線Ｃよりも右側の部分が右部
分７０Ｒである。初期状態では、左部分７０Ｌの全体と、右部分７０Ｒの一部とが、表示
体７０において輝度の高い部分である高輝度領域７１であり、右部分７０Ｒのうち、高輝
度領域７１に含まれる部分とは異なる部分が、低輝度領域７２である。
【０１８８】
　図２２が示すように、表示体７０が回転軸を中心に左回りに回転すると、表示体７０の
うち、左部分７０Ｌの全体は、初期状態と同様、高輝度領域７１である一方で、右部分７
０Ｒにおいて高輝度領域７１に含まれる部分が、初期状態よりも拡がる。
【０１８９】
　図２３、および、図２４が示すように、表示体７０がさらに左回りに回転すると、回転
角度が大きくなるほど、左部分７０Ｌにおいて、低輝度領域７２に含まれる部分が拡がる
一方で、右部分７０Ｒにおいて、低輝度領域７２に含まれる部分が狭まる。すなわち、左
部分７０Ｌにおいて、高輝度領域７１に含まれる部分が狭まる一方で、右部分７０Ｒにお
いて、高輝度領域７１に含まれる部分が拡がる。
【０１９０】
　図２５、および、図２６が示すように、表示体７０がさらに左回りに回転すると、回転
角度が大きくなるほど、左部分７０Ｌにおいて、低輝度領域７２に含まれる部分が拡がる
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【０１９１】
　以上説明した表示体７０によれば、以下に記載の効果を得ることができる。
　（９）各仮想線Ｌｖの延びる方向と、観察者の視線の方向とが形成する角度が変わるに
連れて、表示体７０の中で相対的に輝度が高い部分である高輝度領域７１として認識され
る部分と、相対的に輝度が低い部分である低輝度領域７２として認識される部分とが連続
的に変わる。
【０１９２】
　・複数の仮想線Ｌｖが１つの始点部Ｓｔから放射状に延びる構成では、１つの表示体の
中で、複数の仮想線Ｌｖが円形状を形成していてもよい。
　・複数の仮想線Ｌｖが始点部Ｓｔから放射状に延びる構成では、１つの始点部Ｓｔが、
所定の面積を有した領域であってもよく、この場合には、複数の仮想線Ｌｖは、始点部Ｓ
ｔを共有する一方で、複数の仮想線Ｌｖにおける始点が一致していなくてもよい。こうし
た構成では、複数の仮想線Ｌｖは、１つの表示体の中で、円環形状を形成していてもよい
し、円弧形状を形成していてもよい。
【０１９３】
　・１つの表示体が複数の表示部を含む構成では、複数の表示部には、仮想線Ｌｖの延び
る方向が互いに同じである複数の表示部に加えて、以下の表示部の少なくとも一方が含ま
れていてもよい。すなわち、複数の表示部には、互いに隣り合う２つの表示部において、
仮想線間角が１０°以下である表示部、および、１つの始点部Ｓｔから放射線状に延びて
いる複数の仮想線Ｌｖを含む表示部の少なくとも一方が含まれてもよい。
【０１９４】
　・第１反射面２１ａにおける一辺の長さには、互いに異なる複数の大きさが含まれても
よい。こうした構成であっても、各第１反射面２１ａにおける反射面間距離Ｄ１が他の残
りの第１反射面２１ａにおける反射面間距離Ｄ１と略等しければ、反射面２１ｓは、反射
面間距離Ｄ１に固有の有彩色を有する光を射出することは可能である。
【０１９５】
　・表示体は、上述した偽造を防止する目的だけでなく、物品を装飾する目的で用いられ
てもよいし、表示体そのものが観察の対象であってもよい。表示体そのものが観察の対象
であるときには、表示体は、例えば、玩具および学習教材などとして用いることができる
。
【符号の説明】
【０１９６】
　１０，７０…表示体、１１…基材、１２…第１表示領域、１２ｐ，１３ｐ，１４ｐ…表
示部、１３…第２表示領域、１４…第３表示領域、２１…反射層、２１ａ…第１反射面、
２１ｂ…第２反射面、２１ｃ…側面、２１ｄ…疑似面、２１ｓ…反射面、２２…支持層、
２３…凹凸層、２３ａ…第１被覆面、２３ｂ…第２被覆面、２３ｓ…被覆面、３０…ＩＣ
カード、３１…カード基材、３１ａ…凹部、３２…印刷層、３２ａ…貫通孔、３３…ＩＣ
チップ、４０…原版、４１…ガラス基板、４２…レジスト層、４２ａ…第１転写面、４２
ｂ…第２転写面、４２ｓ…転写面、５０…反射防止部、５１，６１…凸部、６０…光散乱
部、７０Ｌ…左部分、７０Ｒ…右部分、７１…高輝度領域、７２…低輝度領域。
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